
12月定例会
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
12
月
定
例
会
は
12
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
の
13
日
間

の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
42
件
、

意
見
書
１
件
、
請
願
３
件
を
審
議
し
た
ほ
か
、
議
員
発

議
の
「
長
岡
市
議
会
議
員
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
自
粛
に
関

す
る
決
議
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
会
派

別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
の
概
要

 

■
多
世
代
健
康
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
費 

１
、
５
０
０
万
円

 

■
長
岡
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業
費 

１
３
、
０
０
０
万
円

 

■
新
栃
尾
斎
場
建
設
事
業
費 

１
、
８
７
４
万
円

 

■
災
害
復
旧
事
業
費
（
地
す
べ
り
災
害
） 

２
、
６
６
０
万
円

長岡市議会議員の選挙ポスター自粛に
関する決議の採決（本会議招集日）

12月定例会で可決した意見書・決議
　市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力では解決できないことがありま
す。このようなときには、関係機関に「意見書」を提出して、積極的な解決を求めています。全文は
市議会ホームページをご覧ください。

　選挙ポスターを決められた場所に整然と
掲示することは、まちの美観を守り、交通
安全を確保するためにも重要なことであり
ます。
　このため、長岡市議会は、昭和54年以来
の市議会議員選挙に当たって、選挙ポスタ
ーを公営掲示場以外には掲示しないことを
申し合わせてきたところであります。
　よって、長岡市議会は、平成27年４月に
行われる市議会議員選挙においても、選挙
ポスターを公営掲示場以外には掲示しない
ことを申し合わせるものであります。

※公営掲示場とは
長岡市選挙管理委員会が設置するもので全
候補者の選挙運動用ポスターが貼られる掲
示場のこと（市内320カ所に設置）

長岡市議会議員の
選挙ポスター自粛に関する決議

　政府におかれては、次の事項が実現されるよう、
強く要望します。
１　地域の振興や農業の多面的機能の発揮につい

ても農協法の目的に位置づけ、事業目的の見直
しは協同組合の基本的性格を維持すること。

２　准組合員は農業や地域経済の発展をともに支
えるパートナーであり、人口減少への対応や雇
用の創出など「地方創生」のためにも、准組合
員の利用制限は行わないこと。

３　ＪＡ・連合会の協同組合としての事業・組織
を制約する一方的な事業方式・ガバナンス制度
や法人形態の転換等は強制しないこと。

４　自立したＪＡの自由な意思に基づき生まれ変
わる新たな中央会は、代表、総合調整、経営相
談・監査の機能を十全に発揮できるよう、農協
法上に位置づけること。

（送付先）内閣総理大臣、農林水産大臣

ＪＡグループの自己改革の実現
に関する意見書（要旨）

※

意見書・決議 １
一般質問 ２
会派別議案等賛否一覧表 ４

〈目次〉
行政視察報告 ５
常任委員会の所管に関する質問 ６
市議会の活動状況 ６

～書き初めおたすけ教室～
　一足早い書き初め教室が12月27日（土）
に互尊文庫で開かれ、参加した小学生た
ちは書いた文字を先生から添削してもら
いました。「とめ・はね・はらい」など、
丁寧に指導を受けると、気持ちを集中さ
せて紙いっぱいに筆を走らせました。
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なが
おか市議会だより 191号

　
　
　
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
事
業

　
　
に
つ
い
て
、
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
予
算

編
成
が
本
格
化
す
る
こ
の
時
期
に
導
入

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
事
業

　
　
な
ど
の
商
業
支
援
策
は
、
ハ
ー
ド

の
整
備
と
い
う
観
点
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
ソ
フ
ト
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
て
い
る
。
地
元
の
若
手
経
営

者
に
議
論
し
て
も
ら
っ
た
結
果
、
ど
の

よ
う
に
商
店
の
魅
力
を
高
め
、
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
か
と
い
う
こ
と
が

一
番
大
切
で
あ
る
と
の
結
論
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
得
す
る
街
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（
ま
ち
ゼ
ミ
）
を
開
催
し
、
今

ま
で
縁
の
な
か
っ
た
消
費
者
と
の
接
点

が
で
き
、
実
際
に
購
買
に
つ
な
が
っ
た

と
い
う
動
き
も
出
て
い
る
。
本
市
が
こ

れ
か
ら
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
ま
ち
ゼ
ミ
の
よ
う
な
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
第
３
福
島
江
踏
切
（
宮
栄
地
内
）

　
　
の
歩
道
拡
幅
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
着
工
に
向
け
た
本
市
の

考
え
は
。

　
　
　
第
３
福
島
江
踏
切
に
つ
い
て
は
、

　
　
東
側
の
市
道
に
歩
道
が
な
い
こ
と

か
ら
、
国
が
示
し
た
整
備
対
象
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本

市
と
し
て
は
宮
内
駅
連
絡
通
路
へ
ア
ク

セ
ス
す
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
今
年
度
、
宮

内
駅
前
広
場
と
駅
前
に
つ
な
が
る
よ
う

に
市
道
宮
内
313
号
線
を
整
備
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
宮
内
駅

周
辺
の
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
土
砂
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
地
方
創
生
関
連
２
法
が
成
立
し

　
　
た
こ
と
を
受
け
、
本
市
の
今
後
の

取
り
組
み
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
地
方
創
生
関
連
２
法
が
成
立
し
、

　
　
国
と
地
方
、
地
方
同
士
が
役
割
分

担
を
し
連
携
し
て
人
口
減
少
問
題
に
立

ち
向
か
い
、
地
方
の
活
性
化
に
取
り
組

む
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
た
め
、

東
京
へ
の
一
極
集
中
と
地
域
間
格
差
の

是
正
の
た
め
国
に
よ
る
積
極
的
な
取
り

組
み
を
期
待
し
て
い
る
。

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
で
は
、

今
後
５
カ
年
の
施
策
の
方
向
性
を
示
す

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
を
努
力
義
務

と
し
て
い
る
。
今
後
、
国
の
動
き
を
注

視
し
な
が
ら
、
策
定
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
長
岡
の
地
域
資
源
、
人
、
物
を

　
　
生
か
し
た
産
業
、
雇
用
の
創
出
の

今
後
の
施
策
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
経
済
雇

　
　
用
戦
略
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
上
で
行
政
機
関
、
産
業
界
、
大
学
、

地
元
金
融
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
本
市
は
３
大
学
１
高
専
が
立
地
す
る

と
い
う
優
位
性
を
生
か
し
、
産
学
連
携

に
よ
り
高
付
加
価
値
型
企
業
へ
の
転
換

の
促
進
や
、
金
融
機
関
と
連
携
し
た
資

金
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
地
域
全
体
で

安
定
し
た
雇
用
の
場
の
確
保
・
拡
充
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

　
地
方
創
生
に
お
け
る
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
施
策
は
、
総
合
的
な
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
実
行
す
べ
き
も
の

と
考
え
て
お
り
、
産
業
、
雇
用
の
創
出

に
つ
い
て
は
、
産
業
界
、
３
大
学
１
高

専
、
地
元
金
融
機
関
、
本
市
、
関
係
機

関
が
連
携
し
、
統
一
的
な
政
策
運
用
に

よ
り
進
め
て
い
き
た
い
。

笠井　則雄 議員
（４期・共産党市議団）

　
　
　
教
育
現
場
の
負
担
を
軽
減
し
地

　
　
域
と
の
交
流
を
促
進
さ
せ
る
た
め

に
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
地
域

教
育
協
議
会
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
は
10
年
前
か
ら
、「
熱
中
！

　
　
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」
の
大
き

な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
の
力
や
市

民
の
力
を
生
か
し
た
教
育
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
例
え
ば
、
全
て
の
中
学
校
区

で「
地
域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
実
施
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成

を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
各

学
校
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長
や
町
内
会
長

な
ど
が
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
本
市
で
は
こ

う
し
た
地
域
と
の
良
好
な
関
係
を
生
か

し
、
既
存
の
地
域
組
織
を
基
盤
に
し
な

が
ら
連
携
を
進
め
、
教
育
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
い
わ
ゆ
る
「
従
軍
慰
安
婦
」
に

　
　
関
し
て
国
際
的
に
非
難
を
受
け
て

い
る
部
分
は
ね
つ
造
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
国
際
人
を
育

て
る
上
で
も
子
ど
も
た
ち
に
こ
の
こ
と

を
教
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
心
身

　
　
の
発
達
段
階
や
特
性
等
を
十
分
考

慮
し
て
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
。
歴
史

に
関
す
る
学
習
で
は
、
基
礎
的
な
史
実

を
正
し
く
理
解
し
、
多
様
な
角
度
か
ら

考
え
、
将
来
日
本
人
と
し
て
自
ら
の
歴

史
観
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
基
礎

を
養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
も
ふ
る
さ
と
長
岡
、
そ
し
て
日

本
の
歴
史
を
正
し
く
指
導
し
郷
土
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
育
み
、
国
際
社
会
で
活

躍
す
る
際
に
必
要
な
日
本
人
と
し
て
の

自
尊
心
を
高
め
る
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い
。

藤井　盛光 議員
（１期・無所属）

高見　美加 議員
（１期・市民クラブ）

　
　
　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　
　
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
う
推
進
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
本
制
度
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
地

　
　
域
で
の
取
り
組
み
は
高
く
評
価
し

て
い
る
。
一
方
で
高
齢
化
の
進
行
、
担

い
手
の
不
在
等
の
理
由
か
ら
今
後
の
継

続
が
困
難
と
な
る
集
落
の
発
生
が
問
題

と
な
り
始
め
て
い
る
。
自
前
で
の
活
動

が
困
難
な
小
規
模
・
高
齢
化
集
落
等
で

は
、
近
隣
の
集
落
と
連
携
し
な
が
ら
広

域
で
協
定
を
締
結
し
、
人
材
確
保
や
活

動
体
制
づ
く
り
、
農
地
の
維
持
等
に
取

り
組
む
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
次
期

対
策
で
は
、
こ
の
よ
う
な
複
数
集
落
が

連
携
し
た
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
策

が
拡
充
さ
れ
る
た
め
、
今
後
と
も
住
民

自
ら
が
考
え
、
前
向
き
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
制
度
の
周
知
と
普
及

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
本
市
の
避
難
計
画
の
進
捗
状
況

　
　
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
「
市
町
村
に
よ
る
原

　
　
子
力
安
全
対
策
に
関
す
る
研
究

会
」
に
よ
る
避
難
計
画
（
暫
定
版
）
の

策
定
や
、
本
市
の
原
子
力
防
災
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
全
戸
配
布
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
れ
ら
は
国
か
ら
も
高
い
評

価
を
得
て
お
り
、
そ
の
上
で
現
在
、
広

域
避
難
に
関
す
る
具
体
的
な
防
護
対
策

に
つ
い
て
、
国
、
県
、
市
町
村
な
ど
の

実
務
者
レ
ベ
ル
で
協
議
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
県
外
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

研
究
を
深
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
実
効
性
の

あ
る
避
難
計
画
の
策
定
を
早
急
に
進
め

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
小
・
中
学
校
統
合
問
題
に
つ
い
て

杉本　輝榮 議員
（３期・民成クラブ）

　
　
　
本
事
業
の
成
否
が
本
市
の
健
康

　
　
寿
命
を
延
ば
し
、
医
療
費
や
介
護

保
険
料
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
今
後
、

本
事
業
を
ど
う
い
う
方
針
で
展
開
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
タ
ニ
タ
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
は

　
　
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
出
発
点
で
あ

る
。
こ
の
健
康
拠
点
か
ら
次
の
段
階
に

ど
う
進
め
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
。

　
次
の
段
階
で
は
、
健
康
リ
ス
ク
の
高

い
方
に
重
点
を
置
く
こ
と
、
中
心
市
街

地
を
拠
点
と
し
、
事
業
を
長
岡
市
全
域

に
広
げ
る
こ
と
の
２
つ
が
あ
る
と
考
え

る
。
タ
ニ
タ
カ
フ
ェ
は
あ
く
ま
で
も
出

発
点
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
今

後
の
大
手
通
表
町
東
地
区
の
再
開
発
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
新
た
な
健
康
拠

点
づ
く
り
の
ス
テ
ー
ジ
へ
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

　
　
　
図
書
館
に
来
館
で
き
な
い
方
に

　
　
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
電
子

書
籍
の
導
入
が
有
効
と
考
え
る
が
、
本

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
電
子
書
籍
を
導
入
し
て

　
　
い
る
図
書
館
は
全
国
で
約
30
館
あ

る
。
電
子
書
籍
は
来
館
の
必
要
が
な
く
、

省
ス
ペ
ー
ス
で
あ
り
、
資
料
の
破
損
や

紛
失
、
返
却
の
遅
れ
が
な
い
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
一
方
で
、
公
共
図
書

館
向
け
の
電
子
書
籍
数
が
少
な
い
こ
と

や
、
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
読
み
上
げ

ソ
フ
ト
へ
の
対
応
が
十
分
で
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。
電
子
書
籍
に
つ
い
て

は
、
著
作
権
法
の
改
正
な
ど
で
、
こ
こ

数
年
で
大
幅
に
数
が
増
え
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
出
版
界
な
ど

の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
調
査
、
研

究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

中村　耕一 議員
（２期・公明党）

新
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

地
方
創
生
に
つ
い
て

農
業
政
策
問
題
に
つ
い
て

原
子
力
安
全
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
図
書
館
に
つ
い
て

※

１

教
育
に
つ
い
て

1 2 月定例会

主な質問と答弁の要旨を掲載します。

13人が一般質問13人が一般質問13人が一般質問

議会情報を発信中！
　本会議・委員会の詳細は、会議録またはホームページ上の会議録
検索システムをご覧ください。（12月定例会の本会議・常任委員会の
会議録は２月下旬発行予定です）
■会議録のあるところ
　アオーレ長岡（東棟１階行政刊行物コーナー、東棟３階情報公開

コーナー、西棟４階議会事務局）、各支所、市立図書館など
■会議録検索システム、インターネット録画中継、議会の日程
　⇒「長岡市議会ホームページ」にアクセス
 　　（http://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/index.html）

多
世
代
健
康
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
つ
い
て

※

２

※１　小規模企業振興基本法：小企業者を含む小規模企業について、事業の持続的な発展を図ることを位置付け、小企業者の円滑かつ着実な事業の運営を適切に支援することを定める法律。
※２　地域教育協議会：学校支援地域本部事業において、地域の力を学校支援に生かし教育活動の充実と地域の教育力向上を目的として設置されるもの。
※３　地方創生関連２法：「まち・ひと・しごと創生法」、「地域再生法の一部を改正する法律」のこと。

※

３

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
施
行
に
よ
る
保
育
の
質
の
向
上
と

そ
れ
に
伴
う
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
３
歳
児
の
保
育
士
の
配
置
基
準

　
　
が
現
在
は
20
人
で
１
人
の
と
こ
ろ
、

15
人
で
１
人
と
手
厚
い
配
置
と
な
り
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
保
育
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
保
育
に
関
す
る
研
修
に
対
し

て
必
要
経
費
が
補
助
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
保
育
士
の
自
己
研
さ
ん
の

機
会
が
増
え
、
資
質
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
保
育
士
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
開
催
し
た
保
育

士
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
潜
在
保
育

士
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
た
結
果
、
約

30
人
の
方
が
実
際
に
公
立
、
私
立
保
育

園
に
就
職
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
制

度
で
は
運
営
費
補
助
に
人
件
費
単
価
が

上
乗
せ
さ
れ
て
お
り
、
保
育
士
不
足
の

解
消
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手
段
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
少
子
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま
え
、

　
　
今
後
の
子
育
て
支
援
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
や
ワ
ー

　
　
キ
ン
グ
部
会
で
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
必
要
な
施
策
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
も
ら
い
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
会
議
や

部
会
の
中
で
、
子
育
て
支
援
の
情
報
は

多
い
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
た
め
、
今
後
は
さ
ら
に
き
め

細
か
く
情
報
提
供
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
と

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
つ
な
が
り
、
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
親
に
な
る
世
代
に
対
し
、
親

に
な
る
喜
び
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
施
策
を
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

関　充夫 議員
（２期・しん長岡クラブ）

　
　
　
鳥
獣
被
害
防
止
に
は
、
生
息
状

　
　
況
の
把
握
な
ど
個
体
管
理
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
状
況

と
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
全
国
的
な
鳥
獣
被
害
の
増
加
を

　
　
受
け
、
国
は
平
成
26
年
に
鳥
獣
保

護
法
を
改
正
し
、
都
道
府
県
に
対
し
、

鳥
獣
の
生
息
状
況
調
査
を
含
め
た
鳥
獣

保
護
管
理
事
業
計
画
の
策
定
を
義
務
付

け
、
県
は
現
在
策
定
中
で
あ
る
。
本
市

と
し
て
は
、
特
に
被
害
が
増
加
し
て
い

る
地
域
で
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
て
行
動
範
囲
調
査
の
実
施
な
ど
を
検

討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
内
企
業
の
海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ

　
　
ス
展
開
や
、
海
外
企
業
の
誘
致
を

促
進
す
る
た
め
、
本
市
の
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
の
窓
口
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
昨
年
度
、
市
内
産
業

　
　
の
海
外
取
引
活
性
化
を
目
的
に
、

長
岡
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
長
岡
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
研
究
会
で
は
、
海
外
取
引
の
専
門

家
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機

構
）
か
ら
、
海
外
戦
略
や
現
地
の
最
新

情
報
、
商
習
慣
な
ど
の
勉
強
会
を
行
う

な
ど
し
て
い
る
。
窓
口
を
一
本
化
す
る

よ
り
も
、
取
引
す
る
製
品
や
、
各
国
で

異
な
る
法
律
や
規
制
な
ど
、
今
後
拡
大

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
正
し
い
知
識

と
専
門
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、

関
係
部
署
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

市
内
産
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
に
向

け
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

広井　晃 議員
（１期・市民クラブ）

　
　
　
現
在
の
本
市
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
　
法
人
は
、
寄
附
に
よ
る
資
金
調
達

が
十
分
で
は
な
い
た
め
、
本
市
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
対
し
、
税
制
で
優
遇
さ
れ
る

条
例
個
別
指
定
制
度
を
導
入
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
資
金
は
、

　
　
本
市
や
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金

な
ど
の
税
金
と
、
寄
附
や
団
体
の
会
費

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
活
発
な
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

税
金
に
よ
る
行
政
か
ら
の
資
金
援
助
も

必
要
だ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
身
の
努
力

に
よ
り
、
寄
附
や
会
費
な
ど
の
資
金
を

調
達
し
な
が
ら
、
自
立
し
た
運
営
を
行

う
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
対
し
て
、
市
民

か
ら
共
感
し
て
も
ら
い
、
結
果
と
し
て

必
要
な
資
金
が
調
達
さ
れ
る
方
向
に
誘

導
す
る
こ
と
も
本
市
の
重
要
な
役
割
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
行
政
が
協
働
し
、

　
　
課
題
の
解
決
を
目
指
す
協
働
事
業

提
案
制
度
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
地
域
課
題
や
行
政
課
題

　
　
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

も
多
く
、
行
政
が
事
前
相
談
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

行
政
が
情
報
を
共
有
で
き
、
地
域
住
民

に
よ
る
学
校
区
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
や
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
家
族
支
援
、

あ
る
い
は
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
な

ど
、
実
際
に
協
働
し
て
事
業
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
継

続
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
実

質
的
に
長
岡
方
式
に
よ
る
市
民
提
案
型

の
協
働
事
業
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

桑原　望 議員
（３期・無所属の会）

　
　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
を
進
め

　
　
て
い
く
の
か
。

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
民
活
動

　
　
が
活
発
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
栃
尾

地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
支
所
の
在
り

方
や
旧
丹
佐
跡
地
の
開
発
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
開
発
を
検
討
す
る
際

に
は
、
支
所
機
能
を
精
査
す
る
ほ
か
、

地
域
住
民
か
ら
必
要
な
機
能
に
つ
い
て

具
体
的
か
つ
前
向
き
な
提
案
を
期
待
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基
本

的
な
目
標
と
し
、
こ
れ
か
ら
策
定
す
る

総
合
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
栃
尾
地

域
ら
し
い
一
つ
の
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
今
後
の
取

　
　
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
被
害
や
目
撃
情
報
の
多
い
地
域

　
　
に
お
い
て
、
被
害
の
防
止
・
軽
減

の
た
め
の
効
果
的
な
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
地
域
住
民
を
対
象
に
、
専
門

家
を
交
え
た
野
生
鳥
獣
対
策
の
研
修
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
や
ぶ
の
刈

り
払
い
や
収
穫
残
さ
の
撤
去
、
電
気
柵

の
設
置
な
ど
、
侵
入
防
止
や
被
害
防
止

を
図
る
取
り
組
み
も
支
援
し
て
い
る
。

一
方
で
、
狩
猟
免
許
取
得
者
の
減
少
と

併
せ
て
、
猟
友
会
員
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
か
ら
、
現
場
で
の
捕
獲
や
駆
除
等

を
行
う
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
市
は
、
引
き
続
き
地
域
や
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
総
合
的
な
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強

化
は
も
と
よ
り
、
狩
猟
免
許
取
得
に
係

る
支
援
も
含
め
た
新
た
な
狩
猟
者
等
の

確
保
、
育
成
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

杵渕　俊久 議員
（２期・しん長岡クラブ）

　
　
　
栃
尾
郷
診
療
所
の
機
能
と
役
割

　
　
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
栃
尾
郷
診
療
所
は
、
内
科
、
整

　
　
形
外
科
を
中
心
に
、
主
に
平
日
の

午
前
中
に
外
来
患
者
の
診
療
を
行
っ
て

い
る
。
外
来
患
者
数
は
、
平
成
25
年
度

実
績
で
は
一
日
平
均
120
人
程
度
で
、
５

年
前
に
比
べ
約
半
分
に
減
少
し
て
い
る
。

19
床
の
入
院
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
26

年
１
月
か
ら
受
け
入
れ
を
休
止
し
て
い

る
。
栃
尾
地
域
に
は
こ
の
診
療
所
の
ほ

か
に
内
科
、
小
児
科
な
ど
10
カ
所
の
診

療
所
と
６
カ
所
の
歯
科
診
療
所
が
あ
り
、

栃
尾
郷
診
療
所
は
こ
れ
ら
の
診
療
所
と

と
も
に
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
栃
尾
郷
診
療
所
の
入
院
施
設
と

　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
廃
止
に
つ

い
て
、
県
厚
生
連
は
本
市
に
ど
の
よ
う

な
説
明
を
行
っ
た
か
。
ま
た
、
診
療
所

の
存
続
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
県
厚
生
連
か
ら
は
、
診
療
所
長

　
　
兼
老
健
所
長
で
あ
る
常
勤
医
師
の

後
任
確
保
が
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ

り
、
診
療
所
で
は
赤
字
の
累
積
、
建

物
・
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
い
な
ど
の

状
況
の
中
で
、
老
健
施
設
の
入
所
者
へ

の
対
応
等
に
要
す
る
期
間
も
考
慮
す
る

と
、
こ
の
時
点
で
廃
止
に
向
け
た
検
討

を
進
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
診
療
所
に
つ

い
て
は
今
後
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
す
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
は

今
後
も
引
き
続
き
診
療
所
の
存
続
に
つ

い
て
県
厚
生
連
と
十
分
に
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

諸橋　虎雄 議員
（３期・共産党市議団）

　
　
　
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
近

　
　
隣
市
町
村
の
意
見
を
聞
く
対
応
を

国
・
県
に
義
務
付
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

　
　
ま
ず
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
、
専

門
的
・
技
術
的
立
場
か
ら
原
発
の
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

新
規
制
基
準
に
基
づ
い
て
適
合
性
審
査

が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
本

市
は
今
後
の
審
査
の
推
移
を
見
な
が
ら

冷
静
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
米
価
暴
落
の
中
、
中
山
間
地
域

　
　
の
営
農
を
支
援
す
る
国
・
県
の
施

策
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
市

単
独
の
支
援
制
度
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
国
が
進
め
る
中
山
間
地
域
等
直

　
　
接
支
払
制
度
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
小
規
模

な
基
盤
整
備
事
業
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
平
場
に
比
べ
地
元
負
担
を
軽
減

し
た
ほ
場
の
改
良
な
ど
が
で
き
る
。
本

市
は
こ
れ
ま
で
に
中
山
間
地
域
等
の
条

件
不
利
地
に
配
慮
し
、
補
助
対
象
要
件

の
緩
和
や
基
盤
整
備
に
付
随
す
る
項
目

を
含
め
た
事
業
採
択
な
ど
、
弾
力
的
な

運
用
を
心
掛
け
て
い
る
。
今
後
も
中
山

間
地
域
集
落
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、

担
い
手
の
確
保
や
営
農
条
件
の
整
備
改

善
な
ど
地
域
の
前
向
き
な
取
り
組
み
に

は
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
消
費
税
の
再
増
税
に
つ
い
て

細井　良雄 議員
（２期・共産党市議団）

※４　条例個別指定制度：都道府県又は市区町村が条例で個別指定したＮＰＯ法人への寄附金が、個人住民税の寄附金税額控除の対象となる制度。
※５　協働事業提案制度：地域課題解決への取り組みとして、市民団体等の発想を生かした事業提案を募集し、これを行政との協働事業として検討、協議し実施するための制度。
※６　旧丹佐跡地：金町１丁目（栃尾地域）にある染工場「丹佐」の跡地（7,016㎡）のこと。

なが
おか市議会だより 191号

こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援に

つ
い
て

鳥
獣
の
生
息
状
況
に
つ
い
て

長
岡
市
の
国
際
ビ
ジ
ネ
スに

つ
い
て

市
民
協
働
の
推
進
に
つ
い
て

支
所
機
能
を
含
め
た
旧
丹
佐
跡
地

の
利
用
計
画
に
つ
い
て

獣
害
対
策
に
つ
い
て

栃
尾
郷
診
療
所
の
存
続
の
危
機
と

長
岡
市
の
対
応
に
つ
い
て

原
発
再
稼
働
と
避
難
計
画
及
び

ヨ
ウ
素
剤
の
配
付
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の
営
農
を
守
る

施
策
の
推
進
に
つ
い
て

※

４

※

５

※

６
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子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
施
行
に
よ
る
保
育
の
質
の
向
上
と

そ
れ
に
伴
う
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て

本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
３
歳
児
の
保
育
士
の
配
置
基
準

　
　
が
現
在
は
20
人
で
１
人
の
と
こ
ろ
、

15
人
で
１
人
と
手
厚
い
配
置
と
な
り
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
保
育
が
可
能
と
な
る
。

　
ま
た
、
保
育
に
関
す
る
研
修
に
対
し

て
必
要
経
費
が
補
助
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
保
育
士
の
自
己
研
さ
ん
の

機
会
が
増
え
、
資
質
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
保
育
士
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
開
催
し
た
保
育

士
再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
る
潜
在
保
育

士
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
た
結
果
、
約

30
人
の
方
が
実
際
に
公
立
、
私
立
保
育

園
に
就
職
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
制

度
で
は
運
営
費
補
助
に
人
件
費
単
価
が

上
乗
せ
さ
れ
て
お
り
、
保
育
士
不
足
の

解
消
に
つ
な
が
る
一
つ
の
手
段
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
少
子
化
が
進
む
現
状
を
踏
ま
え
、

　
　
今
後
の
子
育
て
支
援
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
や
ワ
ー

　
　
キ
ン
グ
部
会
で
、
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
必
要
な
施
策
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
も
ら
い
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
会
議
や

部
会
の
中
で
、
子
育
て
支
援
の
情
報
は

多
い
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
た
め
、
今
後
は
さ
ら
に
き
め

細
か
く
情
報
提
供
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
と

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
つ
な
が
り
、
一
人

ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
親
に
な
る
世
代
に
対
し
、
親

に
な
る
喜
び
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
実

感
で
き
る
施
策
を
充
実
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

関　充夫 議員
（２期・しん長岡クラブ）

　
　
　
鳥
獣
被
害
防
止
に
は
、
生
息
状

　
　
況
の
把
握
な
ど
個
体
管
理
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
状
況

と
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
全
国
的
な
鳥
獣
被
害
の
増
加
を

　
　
受
け
、
国
は
平
成
26
年
に
鳥
獣
保

護
法
を
改
正
し
、
都
道
府
県
に
対
し
、

鳥
獣
の
生
息
状
況
調
査
を
含
め
た
鳥
獣

保
護
管
理
事
業
計
画
の
策
定
を
義
務
付

け
、
県
は
現
在
策
定
中
で
あ
る
。
本
市

と
し
て
は
、
特
に
被
害
が
増
加
し
て
い

る
地
域
で
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
て
行
動
範
囲
調
査
の
実
施
な
ど
を
検

討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
内
企
業
の
海
外
へ
の
ビ
ジ
ネ

　
　
ス
展
開
や
、
海
外
企
業
の
誘
致
を

促
進
す
る
た
め
、
本
市
の
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
の
窓
口
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
で
は
昨
年
度
、
市
内
産
業

　
　
の
海
外
取
引
活
性
化
を
目
的
に
、

長
岡
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、
長
岡
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
い

る
。
研
究
会
で
は
、
海
外
取
引
の
専
門

家
や
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
機

構
）
か
ら
、
海
外
戦
略
や
現
地
の
最
新

情
報
、
商
習
慣
な
ど
の
勉
強
会
を
行
う

な
ど
し
て
い
る
。
窓
口
を
一
本
化
す
る

よ
り
も
、
取
引
す
る
製
品
や
、
各
国
で

異
な
る
法
律
や
規
制
な
ど
、
今
後
拡
大

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
正
し
い
知
識

と
専
門
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
た
め
、

関
係
部
署
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、

市
内
産
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
に
向

け
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
き
た
い
。

広井　晃 議員
（１期・市民クラブ）

　
　
　
現
在
の
本
市
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
　
法
人
は
、
寄
附
に
よ
る
資
金
調
達

が
十
分
で
は
な
い
た
め
、
本
市
も
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
対
し
、
税
制
で
優
遇
さ
れ
る

条
例
個
別
指
定
制
度
を
導
入
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
資
金
は
、

　
　
本
市
や
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金

な
ど
の
税
金
と
、
寄
附
や
団
体
の
会
費

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
活
発
な
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

税
金
に
よ
る
行
政
か
ら
の
資
金
援
助
も

必
要
だ
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
身
の
努
力

に
よ
り
、
寄
附
や
会
費
な
ど
の
資
金
を

調
達
し
な
が
ら
、
自
立
し
た
運
営
を
行

う
こ
と
が
理
想
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
対
し
て
、
市
民

か
ら
共
感
し
て
も
ら
い
、
結
果
と
し
て

必
要
な
資
金
が
調
達
さ
れ
る
方
向
に
誘

導
す
る
こ
と
も
本
市
の
重
要
な
役
割
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
行
政
が
協
働
し
、

　
　
課
題
の
解
決
を
目
指
す
協
働
事
業

提
案
制
度
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
地
域
課
題
や
行
政
課
題

　
　
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

も
多
く
、
行
政
が
事
前
相
談
や
聞
き
取

り
を
行
っ
た
こ
と
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

行
政
が
情
報
を
共
有
で
き
、
地
域
住
民

に
よ
る
学
校
区
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
や
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
家
族
支
援
、

あ
る
い
は
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
な

ど
、
実
際
に
協
働
し
て
事
業
に
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
継

続
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
実

質
的
に
長
岡
方
式
に
よ
る
市
民
提
案
型

の
協
働
事
業
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

桑原　望 議員
（３期・無所属の会）

　
　
　
今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
を
進
め

　
　
て
い
く
の
か
。

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
市
民
活
動

　
　
が
活
発
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
栃
尾

地
域
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
支
所
の
在
り

方
や
旧
丹
佐
跡
地
の
開
発
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
開
発
を
検
討
す
る
際

に
は
、
支
所
機
能
を
精
査
す
る
ほ
か
、

地
域
住
民
か
ら
必
要
な
機
能
に
つ
い
て

具
体
的
か
つ
前
向
き
な
提
案
を
期
待
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基
本

的
な
目
標
と
し
、
こ
れ
か
ら
策
定
す
る

総
合
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、
栃
尾
地

域
ら
し
い
一
つ
の
拠
点
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
今
後
の
取

　
　
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
被
害
や
目
撃
情
報
の
多
い
地
域

　
　
に
お
い
て
、
被
害
の
防
止
・
軽
減

の
た
め
の
効
果
的
な
体
制
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
地
域
住
民
を
対
象
に
、
専
門

家
を
交
え
た
野
生
鳥
獣
対
策
の
研
修
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
や
ぶ
の
刈

り
払
い
や
収
穫
残
さ
の
撤
去
、
電
気
柵

の
設
置
な
ど
、
侵
入
防
止
や
被
害
防
止

を
図
る
取
り
組
み
も
支
援
し
て
い
る
。

一
方
で
、
狩
猟
免
許
取
得
者
の
減
少
と

併
せ
て
、
猟
友
会
員
の
減
少
や
高
齢
化

な
ど
か
ら
、
現
場
で
の
捕
獲
や
駆
除
等

を
行
う
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
市
は
、
引
き
続
き
地
域
や
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
総
合
的
な
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
強

化
は
も
と
よ
り
、
狩
猟
免
許
取
得
に
係

る
支
援
も
含
め
た
新
た
な
狩
猟
者
等
の

確
保
、
育
成
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

杵渕　俊久 議員
（２期・しん長岡クラブ）

　
　
　
栃
尾
郷
診
療
所
の
機
能
と
役
割

　
　
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
栃
尾
郷
診
療
所
は
、
内
科
、
整

　
　
形
外
科
を
中
心
に
、
主
に
平
日
の

午
前
中
に
外
来
患
者
の
診
療
を
行
っ
て

い
る
。
外
来
患
者
数
は
、
平
成
25
年
度

実
績
で
は
一
日
平
均
120
人
程
度
で
、
５

年
前
に
比
べ
約
半
分
に
減
少
し
て
い
る
。

19
床
の
入
院
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
26

年
１
月
か
ら
受
け
入
れ
を
休
止
し
て
い

る
。
栃
尾
地
域
に
は
こ
の
診
療
所
の
ほ

か
に
内
科
、
小
児
科
な
ど
10
カ
所
の
診

療
所
と
６
カ
所
の
歯
科
診
療
所
が
あ
り
、

栃
尾
郷
診
療
所
は
こ
れ
ら
の
診
療
所
と

と
も
に
地
域
医
療
を
担
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
栃
尾
郷
診
療
所
の
入
院
施
設
と

　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
廃
止
に
つ

い
て
、
県
厚
生
連
は
本
市
に
ど
の
よ
う

な
説
明
を
行
っ
た
か
。
ま
た
、
診
療
所

の
存
続
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

　
　
　
県
厚
生
連
か
ら
は
、
診
療
所
長

　
　
兼
老
健
所
長
で
あ
る
常
勤
医
師
の

後
任
確
保
が
極
め
て
困
難
な
状
況
で
あ

り
、
診
療
所
で
は
赤
字
の
累
積
、
建

物
・
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
い
な
ど
の

状
況
の
中
で
、
老
健
施
設
の
入
所
者
へ

の
対
応
等
に
要
す
る
期
間
も
考
慮
す
る

と
、
こ
の
時
点
で
廃
止
に
向
け
た
検
討

を
進
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
診
療
所
に
つ

い
て
は
今
後
も
存
続
で
き
る
よ
う
に
あ

ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
す
る
と
説
明
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
は

今
後
も
引
き
続
き
診
療
所
の
存
続
に
つ

い
て
県
厚
生
連
と
十
分
に
協
議
を
し
て

い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
今
後
の
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

諸橋　虎雄 議員
（３期・共産党市議団）

　
　
　
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
近

　
　
隣
市
町
村
の
意
見
を
聞
く
対
応
を

国
・
県
に
義
務
付
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、

　
　
ま
ず
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
、
専

門
的
・
技
術
的
立
場
か
ら
原
発
の
安
全

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

新
規
制
基
準
に
基
づ
い
て
適
合
性
審
査

が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
本

市
は
今
後
の
審
査
の
推
移
を
見
な
が
ら

冷
静
に
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
米
価
暴
落
の
中
、
中
山
間
地
域

　
　
の
営
農
を
支
援
す
る
国
・
県
の
施

策
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
市

単
独
の
支
援
制
度
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
国
が
進
め
る
中
山
間
地
域
等
直

　
　
接
支
払
制
度
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
活
用
が
可
能
で
あ
り
、
小
規
模

な
基
盤
整
備
事
業
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
平
場
に
比
べ
地
元
負
担
を
軽
減

し
た
ほ
場
の
改
良
な
ど
が
で
き
る
。
本

市
は
こ
れ
ま
で
に
中
山
間
地
域
等
の
条

件
不
利
地
に
配
慮
し
、
補
助
対
象
要
件

の
緩
和
や
基
盤
整
備
に
付
随
す
る
項
目

を
含
め
た
事
業
採
択
な
ど
、
弾
力
的
な

運
用
を
心
掛
け
て
い
る
。
今
後
も
中
山

間
地
域
集
落
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、

担
い
手
の
確
保
や
営
農
条
件
の
整
備
改

善
な
ど
地
域
の
前
向
き
な
取
り
組
み
に

は
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
消
費
税
の
再
増
税
に
つ
い
て

細井　良雄 議員
（２期・共産党市議団）

※４　条例個別指定制度：都道府県又は市区町村が条例で個別指定したＮＰＯ法人への寄附金が、個人住民税の寄附金税額控除の対象となる制度。
※５　協働事業提案制度：地域課題解決への取り組みとして、市民団体等の発想を生かした事業提案を募集し、これを行政との協働事業として検討、協議し実施するための制度。
※６　旧丹佐跡地：金町１丁目（栃尾地域）にある染工場「丹佐」の跡地（7,016㎡）のこと。
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こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援に

つ
い
て

鳥
獣
の
生
息
状
況
に
つ
い
て

長
岡
市
の
国
際
ビ
ジ
ネ
スに

つ
い
て

市
民
協
働
の
推
進
に
つ
い
て

支
所
機
能
を
含
め
た
旧
丹
佐
跡
地

の
利
用
計
画
に
つ
い
て

獣
害
対
策
に
つ
い
て

栃
尾
郷
診
療
所
の
存
続
の
危
機
と

長
岡
市
の
対
応
に
つ
い
て

原
発
再
稼
働
と
避
難
計
画
及
び

ヨ
ウ
素
剤
の
配
付
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の
営
農
を
守
る

施
策
の
推
進
に
つ
い
て

※

４

※

５

※

６
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　議会の政策立案機能を充実、強化し、今後の市政に反映させるため、長岡市議会では毎年、先進都市の行政視察
を行っています。今号では、今年度、行政視察を実施した議会運営委員会、４つの常任委員会の視察報告を掲載し
ます。視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

　高槻市では、定例会の日程で議案質疑、委員会付託、１日２つの常任委員会が開催され、その後一般質問が行われる
点は長岡市と少し異なります。開会時間は午前10時で一般質問はいつも20人くらいの議員が行い、本会議終了が午後８
時を過ぎることもあるため、集中力の維持や充実した議論、職員の時間外勤務解消の点から、日程の延長が検討課題と
されています。市議会だよりでは、一般質問者が多いことからか、選考された５人の要約質問と答弁が無記名で掲載さ
れ、その他の質問は項目のみの記載となっていました。
　金沢市の常任委員会は、月１回開催され、執行部からの報告を受け質疑応答が行われるほかに報告事項以外の質疑応
答も行っています。３月定例会では当初予算と関連議案審査のため５つの常任委員会により連合審査会を開き総括質疑を実施しています。議会の新たな取り
組みとして、通年議会を平成26年度から実施するなど、議会活性化への努力がなされています。また、市民への定例月議会の報告と担当常任委員会で定める
テーマ報告・意見交換を年間５回実施しており、時として厳しい意見が寄せられる一方で市民からはおおむね好評を博しているとのことでした。
　このほか、富山市の議会運営について視察しました。 （報告：丸山　広司）

議会運営委員会　平成26年11月11日～13日

＜調査項目＞ ●大阪府高槻市「議会運営」 ●石川県金沢市「議会運営」 ●富山県富山市「議会運営」

　相模原市の公共施設白書では、昭和47
年度～51年度の間、積極的に施設整備さ
れた様子が見て取れ、更新時期は平成44
年度～53年度にピークを迎えると試算さ
れています。特徴的な取り組みとして、
全庁的観点から公共施設をマネジメント
する組織体制の構築を目指しています。
また、公共施設削減目標を数値化し、そ

の達成のため「まちづくりの戦略上重要なものを除き、原則、新規の施設
整備を行わない」という厳しい市の基本原則を明らかにしていました。
　大垣市は、近年のインターネット環境や移動通信手段の急速な発展に行
政が関わることをこれからの地域づくりや市民生活向上に欠かせない要素
ととらえ、大垣市ＩＣＴ戦略ビジョン策定に向け、課題の洗い出しを行い
ました。その結果、①ＩＣＴに長けた人材育成、②市民の安心、安全、③
地域コミュニティの活性化、④産業発展に資する、といった４つの観点か
ら基本方針の確立に至りました。平成26年に行われたパソコン研修では、
初心者向け講座、中級者以上向け講座ともに充実しており、ほぼ受講希望
者が定員を上回り、ＩＣＴに対する市民の関心の高さも特筆すべき水準に
あると思いました。
　このほか、堺市のシティプロモーションについて視察しました。
 （報告：佐藤　伸広）

総務委員会　平成26年10月１日～３日

＜調査項目＞ 
●神奈川県相模原市「公共施設マネジメント、公共施設白書」
●岐阜県大垣市「ＩＣＴ戦略ビジョン」
●大阪府堺市「シティプロモーション」

　仙台市の障害者総合支援センターは、
これまであった障害者更生相談所の機能
を拡充してリニューアルオープンされた
施設で、従来対象としていた身体障害の
ある人に加え、高次脳機能障害など難病
の人に専門的な支援を行うことが大きな
特徴です。主な業務内容は、高次脳機能
障害者支援、中途視覚障害者支援、障害
者の健康づくりなどで、併設する健康増進センターや発達相談支援セン
ター等の関係機関と連携して人材の育成や事業を行っており、特に最近増
加傾向にある高次脳機能障害や指定範囲が拡大される難病の支援などの取
り組みは大変参考になりました。
　日野市の発達・教育支援センターでは、０歳～ 18歳の子どもの育ちを切
れ目なく支援するため、福祉と教育が一体となって、本人や子どもの育ち
や発達に不安を持つ家族とその関係者を対象に、相談支援・発達支援・教
育支援・療育支援を行っています。個別支援計画シート「かしのきシート」
による継続的な見守りと、この計画シートに基づいて教育と福祉の連続し
た支援が受けられるようになっており、幼少期から思春期に至るまでに特
化した取り組みは大変効果があるものだと思います。
　このほか、柏市の長寿社会のまちづくりについて視察しました。
 （報告：木島　祥司）

文教福祉委員会　平成26年10月20日～22日

＜調査項目＞ 
●宮城県仙台市「障害者総合支援センター」
●東京都日野市「発達・教育支援センター」
●千葉県柏市「長寿社会のまちづくり」

　周南市では、コンベンションを開催するこ
とで交流人口の増大を図り、地域の振興を目
指しており、３つの柱を掲げ施策展開されて
います。１つ目として、国内コンベンション
の誘致では、体育施設を活用したスポーツコ
ンベンションの誘致や官民協働による積極的
な誘致活動を展開しています。２つ目とし
て、コンベンションの受入体制の整備では、

コンベンション開催補助金等の支援策の拡充やおもてなし向上のための人
材育成などを行っています。３つ目として、アフターコンベンションの強
化・充実では、コンベンション参加者に対する市内滞在型観光ルートの提
案や主催者に対するアフターセールス等を強化しています。
　西宮市は、「灘の酒」の生産地として日本有数の酒どころであることか
ら、清酒による乾杯の習慣を広めることにより、清酒の普及を通した日本
文化への理解の促進に寄与するとともに、西宮の経済の振興及び文教住宅
都市としての発展を図ることを目的として、日本酒振興連絡協議会を設置
しました。また、「新しい、日本酒の風景をつくろう。」をキャッチコ
ピーに、「西宮の日本酒」振興プロジェクトである「西宮酒ぐらルネサン
スと食フェア」等のイベントが実施されていました。
　このほか、奈良市の６次産業化について視察しました。 

（報告：高見　美加）

産業市民委員会　平成26年10月15日～17日

＜調査項目＞ 
●山口県周南市「周南コンベンションシティ」
●兵庫県西宮市「清酒の普及に関する条例」
●奈良県奈良市「６次産業化」

　福山市では、自転車利用者と歩行者が
共存する空間づくりを推進する観点か
ら、福山都市圏自転車走行空間整備懇談
会を設置し、自転車利用に関する調査研
究を行い、安全面の確保と自転車マナー
の向上、道路空間の有効活用を軸とした
整備計画づくりに取り組んでいます。具
体的施策として福山駅を中心とした５キ
ロメートル圏内において、歩道の中央に分離帯を設置することや、車道の
端を青く塗るなど、自転車が他の歩行者や自動車と安全に共存できる空間
づくりに取り組んでいました。
　尼崎市は、昭和28年から浸水対策としての下水道事業に着手し、現在の
整備率は99.9％となっています。現在は浸水しやすい地域への周知を徹底
するとともに、下水道の能力向上と併せて雨水浸透施設や学校校庭貯留施
設の整備により、水害への備えを固めているところです。長岡市も水害被
害に対して柿川放水路事業をはじめとして種々取り組んでいますが、尼崎
市は面積が約50平方キロメートルと長岡市の５％ほどしかないことから、
長岡市において参考にする際には単位面積当たりのインフラ整備という視
点も考慮する必要があると思いました。
　このほか、静岡市の道路台帳のホームページ公開とその活用方法につい
て視察しました。 （報告：藤井　盛光）

建設委員会　平成26年10月14日～16日

＜調査項目＞ 
●広島県福山市「福山駅周辺のまちづくり、自転車を利用しやすいまちづくり」
●兵庫県尼崎市「下水道浸水対策事業」
●静岡県静岡市「道路台帳のホームページ公開とその活用方法」

金沢市役所

仙台市障害者総合支援センター大垣市情報工房

福山駅周辺周南市文化会館

行政視察報告
　
　
　
平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
改
正

　
　
に
よ
り
、
市
町
村
に
よ
る
基
本
構

想
策
定
義
務
が
廃
止
さ
れ
、
総
合
計
画

の
策
定
は
自
治
体
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
次
期
総
合
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
た
本
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
方
針
や
目
標
を
示
す
こ
と
が
大

　
　
切
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ

て
い
る
中
で
、
目
標
を
し
っ
か
り
と
議

論
し
た
上
で
、
共
通
目
標
を
持
ち
、
市

民
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
目
標
に
進
む
よ

う
な
長
岡
市
に
し
た
い
思
い
か
ら
次
期

総
合
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

政
策
に
つ
い
て
は
市
民
や
議
会
と
も
共

通
観
念
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
徹
底

的
に
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
　
　
地
方
都
市
の
存
続
が
不
安
視
さ

　
　
れ
る
よ
う
な
現
状
が
あ
る
中
で
、

ど
の
よ
う
な
観
点
を
持
っ
て
計
画
策
定

に
臨
む
の
か
、
本
市
の
基
本
的
な
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
具
体
的
な
事
業
を
羅
列
す
る
こ

　
　
と
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、

進
む
べ
き
方
向
、
政
策
の
意
味
や
目
的

を
明
確
化
す
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た

総
合
計
画
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
未
来
を
担
う
青
少
年
や
子
ど

も
た
ち
が
、
明
る
い
希
望
を
持
て
る
よ

う
な
目
標
を
明
示
す
る
こ
と
が
最
大
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
総

合
計
画
と
は
一
味
違
っ
た
も
の
に
し
た

い
た
め
、
議
員
各
位
と
も
徹
底
的
な
議

論
を
通
じ
て
、
そ
の
明
確
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松井　一男 議員
（３期・市民クラブ）

長
岡
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
少
な
く
と
も
中
学
校
卒
業
ま
で

　
　
医
療
費
助
成
を
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
　
　
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
に

　
　
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
県
の
助
成

制
度
に
基
づ
き
各
市
町
村
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
市
町
村
が
一
子
、
二
子

世
帯
に
新
た
に
助
成
対
象
を
拡
充
す
る

部
分
に
対
し
て
、
県
は
本
年
度
か
ら
２

年
間
の
期
間
限
定
で
補
助
金
を
交
付
す

る
と
い
う
予
算
措
置
を
し
て
い
る
。
こ

の
措
置
は
、
制
度
本
体
の
拡
充
で
は
な

い
た
め
、
県
市
長
会
と
県
町
村
会
が
県

に
対
し
て
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
全
体
の
底
上
げ
に
つ
い
て
の
検
討
を

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
現
在
県
に
お
い
て

今
後
の
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、
現
時
点

で
は
そ
の
状
況
を
見
守
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　
県
の
制
度
で
あ
る
小
児
救
急
医

　
　
療
電
話
相
談
（
＃
8
0
0
0
）
が

拡
充
さ
れ
た
こ
と
の
周
知
と
中
越
こ
ど

も
急
患
セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
の
実
績

と
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
県
の
相
談
体
制
が
拡
充
さ
れ
た

　
　
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
本
市
の
小
児
救
急
医
療

に
関
す
る
電
話
相
談
は
、
中
越
こ
ど
も

急
患
セ
ン
タ
ー
で
当
番
医
が
直
接
対
応

す
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
、
実
績
と
し

て
、
平
成
25
年
度
の
電
話
相
談
は
780
件

と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
電
話
相
談
の

周
知
に
つ
い
て
も
、
市
政
だ
よ
り
等
を

活
用
し
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
周
知
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
と
保

　育
に
つ
い
て

木島　祥司 議員
（１期・共産党市議団）

子
ど
も
の
医
療
に
つ
い
て

　12月22日の本会議最終日において、次の方
を選任・推薦することに同意しました。

各種行政委員の選任・推薦に同意

○公平委員会委員
　　　槇　　春夫（再任）
　　　高橋　賢一（再任）
○固定資産評価審査委員会委員
　　　金内　　茂（再任）
　　　稲庭　達夫（再任）
　　　川崎　弥生（新任）
○人権擁護委員
　　　菊地　泰法（再任）

会派別議員名簿 （12月22日現在）　

市 民クラブ

共産党市議団

民 成クラブ

公 明 党

無所属の会

無 所 属

し ん 長 岡
ク ラ ブ

関　　正史　　松井　一男
丸山　広司　　長谷川一作
古川原直人　　加藤　尚登
高見　美加　　浮部　文雄
広井　　晃　　高野　正義
酒井　正春　　五井　文雄
小熊　正志　　大地　正幸
矢野　一夫

永井　亮一　　杵渕　俊久
山田　省吾　　関　　充夫
水科　三郎

笠井　則雄　　諸橋　虎雄
木島　祥司　　細井　良雄

加藤　一康　　杉本　輝榮
佐藤　伸広　　小坂井和夫

藤井　達徳　　中村　耕一
山田保一郎

大平美惠子　　桑原　　望

Ａ　藤井　盛光

Ｂ　西澤　信勝

Ｃ　関　　貴志

Ｄ　丸山　勝総（議長）
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議　案　等

会　派　名
（　）は所属議員数

会派別議案等賛否一覧表

○：会派全員が賛成　　×：会派全員が反対
市
民
ク
ラ
ブ
⒂

し
ん
長
岡
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑷

民
成
ク
ラ
ブ
⑷

公　

明　

党
⑶

無
所
属
の
会
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

議 決 結 果

市

長

提

出

議

案

等

専 決 処 分 平成 26 年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　 認

補 正 予 算

平成 26 年度一般会計　２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
平成 26 年度介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
平成 26 年度下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　
平成 26 年度水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

条　
　
　

例

制　 定

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に
関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　

地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る職
員の員数等の基準に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決　

一部改正

農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
附属機関設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
地域委員会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
特別支援学校条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
市立学校使用条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等
に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため
の効果的な支援の方法の基準等に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

職員の給与に関する条例等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

そ の 他

町（字）の区域及び名称の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
市道路線の認定、変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
契約の締結（市道東幹線 29 号線・大手橋） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
財産の取得（長岡北スマートインターチェンジ（仮称）アクセ
ス道路整備事業用地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

新潟県市町村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決
指定管理者の指定　１７件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

人 　 事 公平委員会委員の選任、固定資産評価審査委員会委員の選任、
人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　 意

議員
提出
議案

決 議 議会議員の選挙ポスター自粛に関する決議 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

意 見 書 ＪＡグループの自己改革の実現に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

請　　願
消費税増税の中止を求める意見書提出に関する請願 × × ○ × × × × × × 不 採 択
子ども医療費助成拡充に関する請願 × 退

席○ ○ × 退
席× ○ × 不 採 択

ＪＡグループの自己改革の実現に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　 択

市長
提出
議案

補 正 予 算 平成 26 年度一般会計 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

12月定例会

11月臨時会
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　議会の政策立案機能を充実、強化し、今後の市政に反映させるため、長岡市議会では毎年、先進都市の行政視察
を行っています。今号では、今年度、行政視察を実施した議会運営委員会、４つの常任委員会の視察報告を掲載し
ます。視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

　高槻市では、定例会の日程で議案質疑、委員会付託、１日２つの常任委員会が開催され、その後一般質問が行われる
点は長岡市と少し異なります。開会時間は午前10時で一般質問はいつも20人くらいの議員が行い、本会議終了が午後８
時を過ぎることもあるため、集中力の維持や充実した議論、職員の時間外勤務解消の点から、日程の延長が検討課題と
されています。市議会だよりでは、一般質問者が多いことからか、選考された５人の要約質問と答弁が無記名で掲載さ
れ、その他の質問は項目のみの記載となっていました。
　金沢市の常任委員会は、月１回開催され、執行部からの報告を受け質疑応答が行われるほかに報告事項以外の質疑応
答も行っています。３月定例会では当初予算と関連議案審査のため５つの常任委員会により連合審査会を開き総括質疑を実施しています。議会の新たな取り
組みとして、通年議会を平成26年度から実施するなど、議会活性化への努力がなされています。また、市民への定例月議会の報告と担当常任委員会で定める
テーマ報告・意見交換を年間５回実施しており、時として厳しい意見が寄せられる一方で市民からはおおむね好評を博しているとのことでした。
　このほか、富山市の議会運営について視察しました。 （報告：丸山　広司）

議会運営委員会　平成26年11月11日～13日

＜調査項目＞ ●大阪府高槻市「議会運営」 ●石川県金沢市「議会運営」 ●富山県富山市「議会運営」

　相模原市の公共施設白書では、昭和47
年度～51年度の間、積極的に施設整備さ
れた様子が見て取れ、更新時期は平成44
年度～53年度にピークを迎えると試算さ
れています。特徴的な取り組みとして、
全庁的観点から公共施設をマネジメント
する組織体制の構築を目指しています。
また、公共施設削減目標を数値化し、そ

の達成のため「まちづくりの戦略上重要なものを除き、原則、新規の施設
整備を行わない」という厳しい市の基本原則を明らかにしていました。
　大垣市は、近年のインターネット環境や移動通信手段の急速な発展に行
政が関わることをこれからの地域づくりや市民生活向上に欠かせない要素
ととらえ、大垣市ＩＣＴ戦略ビジョン策定に向け、課題の洗い出しを行い
ました。その結果、①ＩＣＴに長けた人材育成、②市民の安心、安全、③
地域コミュニティの活性化、④産業発展に資する、といった４つの観点か
ら基本方針の確立に至りました。平成26年に行われたパソコン研修では、
初心者向け講座、中級者以上向け講座ともに充実しており、ほぼ受講希望
者が定員を上回り、ＩＣＴに対する市民の関心の高さも特筆すべき水準に
あると思いました。
　このほか、堺市のシティプロモーションについて視察しました。
 （報告：佐藤　伸広）

総務委員会　平成26年10月１日～３日

＜調査項目＞ 
●神奈川県相模原市「公共施設マネジメント、公共施設白書」
●岐阜県大垣市「ＩＣＴ戦略ビジョン」
●大阪府堺市「シティプロモーション」

　仙台市の障害者総合支援センターは、
これまであった障害者更生相談所の機能
を拡充してリニューアルオープンされた
施設で、従来対象としていた身体障害の
ある人に加え、高次脳機能障害など難病
の人に専門的な支援を行うことが大きな
特徴です。主な業務内容は、高次脳機能
障害者支援、中途視覚障害者支援、障害
者の健康づくりなどで、併設する健康増進センターや発達相談支援セン
ター等の関係機関と連携して人材の育成や事業を行っており、特に最近増
加傾向にある高次脳機能障害や指定範囲が拡大される難病の支援などの取
り組みは大変参考になりました。
　日野市の発達・教育支援センターでは、０歳～ 18歳の子どもの育ちを切
れ目なく支援するため、福祉と教育が一体となって、本人や子どもの育ち
や発達に不安を持つ家族とその関係者を対象に、相談支援・発達支援・教
育支援・療育支援を行っています。個別支援計画シート「かしのきシート」
による継続的な見守りと、この計画シートに基づいて教育と福祉の連続し
た支援が受けられるようになっており、幼少期から思春期に至るまでに特
化した取り組みは大変効果があるものだと思います。
　このほか、柏市の長寿社会のまちづくりについて視察しました。
 （報告：木島　祥司）

文教福祉委員会　平成26年10月20日～22日

＜調査項目＞ 
●宮城県仙台市「障害者総合支援センター」
●東京都日野市「発達・教育支援センター」
●千葉県柏市「長寿社会のまちづくり」

　周南市では、コンベンションを開催するこ
とで交流人口の増大を図り、地域の振興を目
指しており、３つの柱を掲げ施策展開されて
います。１つ目として、国内コンベンション
の誘致では、体育施設を活用したスポーツコ
ンベンションの誘致や官民協働による積極的
な誘致活動を展開しています。２つ目とし
て、コンベンションの受入体制の整備では、

コンベンション開催補助金等の支援策の拡充やおもてなし向上のための人
材育成などを行っています。３つ目として、アフターコンベンションの強
化・充実では、コンベンション参加者に対する市内滞在型観光ルートの提
案や主催者に対するアフターセールス等を強化しています。
　西宮市は、「灘の酒」の生産地として日本有数の酒どころであることか
ら、清酒による乾杯の習慣を広めることにより、清酒の普及を通した日本
文化への理解の促進に寄与するとともに、西宮の経済の振興及び文教住宅
都市としての発展を図ることを目的として、日本酒振興連絡協議会を設置
しました。また、「新しい、日本酒の風景をつくろう。」をキャッチコ
ピーに、「西宮の日本酒」振興プロジェクトである「西宮酒ぐらルネサン
スと食フェア」等のイベントが実施されていました。
　このほか、奈良市の６次産業化について視察しました。 

（報告：高見　美加）

産業市民委員会　平成26年10月15日～17日

＜調査項目＞ 
●山口県周南市「周南コンベンションシティ」
●兵庫県西宮市「清酒の普及に関する条例」
●奈良県奈良市「６次産業化」

　福山市では、自転車利用者と歩行者が
共存する空間づくりを推進する観点か
ら、福山都市圏自転車走行空間整備懇談
会を設置し、自転車利用に関する調査研
究を行い、安全面の確保と自転車マナー
の向上、道路空間の有効活用を軸とした
整備計画づくりに取り組んでいます。具
体的施策として福山駅を中心とした５キ
ロメートル圏内において、歩道の中央に分離帯を設置することや、車道の
端を青く塗るなど、自転車が他の歩行者や自動車と安全に共存できる空間
づくりに取り組んでいました。
　尼崎市は、昭和28年から浸水対策としての下水道事業に着手し、現在の
整備率は99.9％となっています。現在は浸水しやすい地域への周知を徹底
するとともに、下水道の能力向上と併せて雨水浸透施設や学校校庭貯留施
設の整備により、水害への備えを固めているところです。長岡市も水害被
害に対して柿川放水路事業をはじめとして種々取り組んでいますが、尼崎
市は面積が約50平方キロメートルと長岡市の５％ほどしかないことから、
長岡市において参考にする際には単位面積当たりのインフラ整備という視
点も考慮する必要があると思いました。
　このほか、静岡市の道路台帳のホームページ公開とその活用方法につい
て視察しました。 （報告：藤井　盛光）

建設委員会　平成26年10月14日～16日

＜調査項目＞ 
●広島県福山市「福山駅周辺のまちづくり、自転車を利用しやすいまちづくり」
●兵庫県尼崎市「下水道浸水対策事業」
●静岡県静岡市「道路台帳のホームページ公開とその活用方法」

金沢市役所

仙台市障害者総合支援センター大垣市情報工房

福山駅周辺周南市文化会館

行政視察報告



　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する「所
管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。詳し
くは会議録（２月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

12月定例会
常任委員会の所管に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会
●ふるさと納税をより促進するための検討の実施
●インターンシップの受け入れを各課複数名にする場合の本市の考え
●消防団員の処遇改善
●コンビニ収納できる市税の税目拡大
●不祥事の防止対策
●柿川沿いにある「長岡空襲をくぐり抜けた桜」の本市の認識と市民への周知方法
 など

●発達障害について就学時健診と学校入学後の保護者への周知の取り組み
●老朽化した互尊文庫の建て替えにおける市民ニーズの把握
●本市のイングリッシュ・アカデミーとＡＬＴ（外国語指導助手）についての取り組み成果
●要保護児童対策地域協議会で現在経過観察する子どもの数とひとり親世帯の割合
●小国・栃尾地域でのタブレット活用事業において在宅医療を進めるための訪問看護
　ステーションとの連携
●保育園児、幼稚園児が市歌を手話つきで歌う取り組みの背景と目的 など

産業市民委員会 建設委員会
●本市のコンパクトなまちづくりにおける公共交通の果たす役割
●住宅リフォーム支援事業の今後の継続実施
●交通渋滞対策としての時差出勤による通勤時間の分散
●近隣商業地域に連動して指定された準防火地域の住宅の構造制限が招く中心市街
　地の空洞化
●水道ビジョンにおける具体的な施策の内容や進行状況
●市道敷地内の私有地（未買収地）の存在に対する本市の認識 など

●間伐材の利用促進
●市民協働センターの機能
●市の魚である錦鯉の産業の現状と今後の振興策
●長岡駅周辺のカラスの現状と対策
●自然風景としての夜景の発掘と、夜景観光としての全国への売り出し
●映画「この空の花」中の「世界中の爆弾をみんな花火に変えたら争いは起こらない
　のに」という言葉を市民共通の思いとして発信する取り組み
●飼料用米の今後の本市の動向と生産の方向性 　など

3月定例会を傍聴しませんか？
　３月定例会は、平成27年度当初予算や条例など、市の重要な議案が審議
されます。日程は、２月上旬に決定します。ぜひ傍聴にお越しください。

・開会　午前10時
・受付　午前９時30分からアオーレ長岡西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

・開会　午後１時
・受付　午後０時30分からアオーレ長岡西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　65人、車いす席２人、親子傍聴席10人

＜主な視察項目＞
１　アオーレ長岡
２　子育ての駅
３　生ごみバイオガス発電センター、
 中心市街地再開発
４　防災対策、防災センター
５　長岡震災アーカイブセンターきおくみらい

本会議

常 任
委員会

1,144人が本市を視察

市議会の活動状況市議会の活動状況
11月14日　中越地区市議会議長会を開催

中越地区市議会議長会の様子

　中越地区市議会議長会（長岡
市、三条市、柏崎市、小千谷市、
加茂市、十日町市、見附市、魚
沼市、南魚沼市の９市議会で構
成）が本市で開催されました。
　毎年各市が持ち回りで開催し、
各市議会から提出された議題を
協議しています。今回は、2020
年東京オリンピック・パラリン
ピックの聖火台への「火焔型土器」の採用について協議しました。今後、
火焔型土器の出土地である中越地区９市議会が新潟県市議会議長会をはじ
めとする関係団体へ積極的に要望活動を行っていくことを決定しました。

11月19日　産業市民委員会が市内現地視察を実施 １月５日　新年賀詞交換会を開催

養鯉場を視察する委員

　市内の養鯉事業者１
社と農園事業者２社を
訪問しました。
　錦鯉は平成26年10月
23日に「市の魚」とし
て制定されました。近
年は国内外から多くの
バイヤーや愛好家が養
鯉事業者を訪れ、錦鯉
の人気は海外でも高まっています。養鯉事業者の視察では、海外への輸出やインターネット営業につ
いて説明を受けました。また、農園事業者からは６次産業化の取り組みを中心に生産、販売、流通に
ついて説明を受けました。

　アオーレ長岡で議員のほか、行政機関や各業界
団体の約2,400人が一堂に会し、新年のあいさつを
交わし、親睦を深めました。

　長岡市議会では、全国の議会関係者から本市の事業や取り組みについての
視察を受け入れています。平成26年は、全国の147団体から1,144人の方が視察
に来られました。

農園事業者と意見交換

乾杯のあいさつをする丸山勝総議長（右）

子育ての駅　てくてくの視察

なが
おか市議会だより 191号
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●11月

４日

議会運営委員会

11月臨時会

本会議
総務委員会
産業市民委員会
建設委員会

10日 克雪・危機管理・防災対策
特別委員会

11日 議会運営委員会行政視察
（～13日）

19日 産業市民委員会市内現地視察

●12月
５日 議会運営委員会

10日
議会運営委員会

12月定例会
（13日間）

本会議（招集日）
11日 本会議
12日 本会議
16日 産業市民委員会
17日 文教福祉委員会

18日
建設委員会

少子・高齢対策
特別委員会

19日 総務委員会

22日
議会運営委員会
本会議（最終日）


